
2022年 7月 27日 
 

株式会社 PIJIN / ルアンパバーン県情報文化観光省観光局 
 

報道関係者各位 
 
プレスリリース 
 
 
 

ラオスの世界遺産で日本発の多言語表示技術を採用 

－世界でのインバウンド再始動に向けて QR Translatorの利用が海外でも拡がる－ 

 
 
 
株式会社 PIJIN（本社所在地：東京都千代田区、代表取締役：高岡 謙二、以下「PIJIN」）は、
ラオス人民民主共和国・ルアンパバーン県情報文化観光省観光局（Department of Information, 
Culture, and Tourism of Luang Prabang、以下「DoICT」）と、PIJINが開発・運営を手がけ
る多言語表示サービス「QR Translator 1」の利用に関して、MOU（Memorandum of 
Understanding）を締結し、ルアンパバーン現地での調印式を実施しました。 
 
ルアンパバーン県には、1995年にUNESCO（国際連合教育科学文化機関）が世界文化遺産に指
定した「ルアン・パバンの町（以下「世界遺産地区）」があり、同世界遺産地区は世界中から年

間 86万人（2019年）が訪れるラオス最大の観光地となっています。 
 
しかしその一方で、急激な観光客増加に伴う様々な開発圧力により、世界遺産地区の伝統的景観

や伝統文化などの魅力喪失が危惧されており、ルアンパバーン県政府からの要請を受けた独立行

政法人国際協力機構（以下「JICA」）が、2018 年から「ラオス国ルアンパバーン世界遺産の持
続可能な管理保全能力向上プロジェクト」を行っています。今回の MOU は、「ルアンパバーン
県の観光資源に関する広報活動の能力強化」を目的として同プロジェクトに派遣された JICA 専
門家による以下の提案を受けて、PIJIN および DoICT 間での実現を目指し、締結されたもので
す。 
 
1．スペースに限りがある世界遺産地区のサインボードについて、景観を損なうことなく、世界
中からの観光客に充実した多言語情報の提供を行う。 
2．スマートフォンの GPS機能とオンライン地図の機能を連動させ、観光スポットやホテル・レ
ストラン等へのナビゲーション提供を行う。 
3．従来ラオ語でしか行われていなかった、イベント等の告知や詳細情報を多言語で提供する。 
4．視覚等に障害がある人々に対しても、多言語の文字と音声によって情報提供を行う。（アク
セシビリティ強化） 
5．パンフレットなどの紙媒体からデジタル情報へ移行する事によってゴミを削減し、森林資源
の保全にも貢献する。 
6．限られた現地人員でも、多言語の情報更新が行える体制を確立する。 
 
尚、今回の MOU の締結は、新型コロナウイルス感染症によって全世界的に打撃を受けた国際観
光の復活を象徴する動きとなります。 

 
1「QR Translator」は株式会社 PIJINの登録商標です。 

 



 
【DoICTスダポン局長のコメント】 
 
近年、ルアンパバーンは世界中の観光客から益々多くの注目を集めつつあります。そんな中で、

世界中の様々な国からの来訪者に情報を届けられる QR Translatorは、きっとこの場所の魅力を
より引き立ててくれるツールとなることでしょう。今回の利用に協力を頂いた JICAと PIJINの
皆様に厚く御礼を申し上げます。 
 
【PIJIN高岡代表のコメント】 
 
ルアンパバーンは大変美しい町です。QR コード2を含めて日本発祥である技術が、この美しい町

の観光産業の発展に寄与できることは弊社の喜びでもあり、誇りでもあります。これを機に、日

本の方々にもよりルアンパバーンの事を知って頂き、町並み全体が世界遺産に登録された美しい

景観を見に来て頂きたいと思っています。 
 
 
（観光案内表示の一例）ルアンパバーン観光マップ 
https://qrtranslator.com/0000008485/000002 

 
 
 
【QR Translatorについて】 
 
看板や印刷物を簡単に多言語化できる世界初のソリューションとして、京都の伏見稲荷大社や豊

洲市場など日本の主要な観光名所の看板、日本酒・医薬品等の製品説明などで利用されています。

QR Translatorの仕組みは、ひとつの QRコードだけで表示物を多言語化する手法として、日本、
米国、中国、欧州、韓国で特許も取得しています。 
 
【DoICTについて】 
 
ラオス人民民主共和国において、ルアンパバーン県行政府の主要なカウンターパートとして観光

開発と管理における中央政府の役割を担う組織です。 

 
2 「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
 

調印式の様子 
 
 

「これも将来 QR Translatorになるんですね？」 
 
 



 
【PIJINについて】 
 
「世界を言語バリアフリーにする」を企業理念に、多言語ソリューション QR Translator を開
発・運営しています。 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Tourist Information Centerに 
設置された QR Translator 

王室の別荘跡地にある現地有数の高級ホテルでも 
QR Translatorを利用 

 
 

持ち帰り可能なカードタイプなど 
様々な様式で展開 

 

プーシーの丘から 
ルアンパバーン市街を見下ろした様子 

 
 

世界遺産地区のメインストリートで 
夕方から始まるナイトマーケット 

 
 

クアンシーの滝 
（クアンシーは鹿の村という意味） 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
【本プレスリリースのお問合わせ先】  
 
株式会社 PIJIN 
住所: 東京都千代田区丸の内 1-6-2 新丸の内センタービルディング 21F‘ 
電話: 03-4531-9690 
担当: 辻、藤山      
Eメール: inquiry@qrtranslator.com 
http://www.qrtranslator.com 
 
 
       

早朝には街の中心部で托鉢が行われる 
 
 

世界遺産地区は、メコン川とそこへ流れ込む 
ナムカーン川に囲まれた一体に広がっている 

 
 
 


